
 

 

 早池峰神楽の演舞が終わった後、少しだけお時間を頂戴して、ステージ上

で櫻庭猛さんの「歳祝い」を行いました。一般のお客さんもいた中で、今回の

幹事である“北條賢さん＆土田直輝さん”の司会進行のもと、「ほんずねえ

（どうしようもないの意）」箇所に、ほんずねえシールを貼って「タワシ」でゴシ

ゴシ。綺麗さっぱり洗い流すことができました。 

櫻庭さん 「このような場を設定していただきありがとうございました。この年

まで健康でいられることに感謝しながら、何かがあったとしても、

厄のせいにすることなく一生懸命生きていきたい。」 

本厄の年は、健康面のトラブルが起きやすいとされています。「お酒」の飲み 

過ぎに注意して厄災とは無縁の一年をお過ごしいただければと思います。 
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 神楽の獅子舞で「厄払い」をしていただきました。獅子舞が頭を噛むことに

よって、その人に付いた邪気を食べてくれると言われています。悪魔祓いや疫

病退治の意味もあるため、悪いことから守ってくれご利益があると考えられて

います。また語呂合わせで「獅子が噛みつくと神がつく」とも言われています。 


